
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
３
年
２
月
21
日

（
日
）
午
前
10
時
よ
り
、

大
阪
府
支
部
２
階
に
お
い

て
、
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
の
冒
頭
に
、
櫻
井

行
雄
支
部
長
よ
り
挨
拶
で

「
今
日
の
令
和
３
年
度
事

業
計
画
案
・
予
算
案
審
議

は
、
４
月
18
日
の
臨
時
総

会
に
向
け
て
の
、
現
常
任

委
員
の
先
生
方
の
最
後
の

大
仕
事
と
い
う
気
概
を
持

っ
て
挑
ん
で
も
ら
い
た

い
。」
と
話
さ
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
で
少
し
徒
労
感
も
漂
う

会
場
の
雰
囲
気
に
緊
張
感

を
も
た
ら
し
た
。 

そ
の
後
、
湊
隆
之
副
支

部
長
の
議
長
に
よ
り
会
議

は
進
行
さ
れ
、
本
部
・
支

部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
大

阪
連
合
会
・
近
畿
連
合
会

も
状
況
報
告
に
お
い
て
、

櫻
井
行
雄
支
部
長
が
次
の

よ
う
に
話
さ
れ
た
。 

◎
令
和
３
年
度
の
研
究
集 

 

会
は
兵
庫
県
に
て
開
催

予
定 

◎
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検
定 

 

の
受
験
料
等
が
令
和
３

年
７
月
か
ら
改
定 

◎
４
月
18
日
の
支
部
臨

時
総
会
は
開
催
予
定 

◎
支
部
臨
時
総
会
終
了
後

の
支
部
講
習
会
は
中
止 

◎
８
月
22
日
に
支
部
通 

 
 

常
総
会
を
ア
ー
ト
ホ
テ

ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で

開
催
予
定 

◎
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い 

 

て
令
和
３
年
度
は
大
阪

府
支
部
が
担
当 

◎
８
月
29
日
に
近
畿
ブ 

ロ
ッ
ク
総
会
開
催
予
定 

◎
令
和
３
年
１
月
か
ら
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
ま
で
近
畿
連
合
Ⅽ
Ⅿ

に
ク
オ
カ
ー
ド
の
テ
ロ

ッ
プ
放
送 

◎
５
月
16
日
に
近
畿
連

合
総
会
を
開
催
予
定 

                

続
い
て
、
令
和
３
年
度

事
業
計
画
案
・
予
算
案
の

審
議
に
入
り
、
上
村
亘
総

務
部
長
が
進
行
役
を
務
め

ら
れ
、
４
月
18
日
の
臨
時

総
会
に
お
い
て
、
支
部
会

員
の
承
認
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
常
任
委
員
の
方
々
に

説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

事
業
計
画
案
の
中
で
は

櫻
井
行
雄
支
部
長
が
、
こ

れ
か
ら
の
若
手
会
員
の
活

躍
や
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

に
大
い
に
期
待
し
、
そ
の

よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と

の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
検
定
受
験

者
数
の
減
少
や
、
制
限
さ

れ
た
支
部
運
営
が
予
測
さ

れ
る
厳
し
い
状
況
を
、
支

部
会
員
と
共
に
乗
り
越
え

よ
う
と
前
向
き
な
雰
囲
気

の
中
、
令
和
３
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
は
、
出

席
者
の
拍
手
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
、
常
任
委
員
会
を

無
事
に
通
過
し
、
４
月
18

日
の
臨
時
総
会
に
お
い
て

の
決
議
に
進
ん
だ
。 

（
広
報
部
） 
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（１）           全 珠 連 お お さ か   令和 3 年 3 月 21 日（日） 

令和３年度事業計画案・予算案 
常任委員会において承認される！ 
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姿
勢
は
、
そ
ろ
ば
ん
の
指

導
を
す
る
立
場
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
習
い

事
が
多
種
多
様
化
し
て
い

る
現
在
に
お
い
て
、
何
か

大
き
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ

て
い
る
気
が
し
た
。・
西
岡

佳
一
氏 

藤
井
美
保
子
氏
、

書
記
・
芝
野
加
代
子
氏
、

議
事
録
署
名
人
・
大
参
常

美
氏 

福
島
温
男
氏
）、議

事
進
行
に
入
っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て 

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
￥
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

 

   

     

                                

         

       

８
月
20
日
（
日
）
総
会

終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら

大
阪
府
支
部
主
催
の
本
部

指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
東
大
阪
珠

算
協
会
の
２
名
の
先
生
方

で
す
。 

 

最
初
は
鈴
木
巌
先
生
に

よ
る
「
初
歩
よ
り
両
手
算

法
指
導
」
と
、
題
し
て
の

講
習
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

本
題
に
入
ら
れ
る
前
に
、

幼
少
の
頃
に
迷
子
に
な
っ

た
時
の
こ
と
か
ら
、
珠
算

を
始
め
ら
れ
た
頃
の
事
、

そ
し
て
25
歳
に
し
て
初

段
合
格
、
ご
自
身
が
暗
算 

  

                              

が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
、
出
場
選
手
を

激
励
し
た
。
今
年
も
韓
国

 

令和 3 年 3 月 21 日（日）    全 珠 連 お お さ か          （２） 

 

第６４回全大阪学年別珠算競技大会 成績表 

 小学２年生以下の部 小学３年生の部 小学４年生の部 小学５年生の部 小学６年生の部 中高生の部 

 氏名 得点 氏名 得点 氏名 得点 氏名 得点 氏名 得点 氏名 得点 

金 

賞 

田中 杏香 980 田中 里奈 1210 阪本 将清 1300 中谷謙士朗 1390 鈴木 翔大 1340 信原 真尋 1370 

内田 爽太 970 平田 樹 970 山口 夏穂 1160 保田谷さくら 1270 髙見 友梨 1330 東 剛也 1350 

石野 陽士 930 熊原なつ美 920 穂坂 凛凪 1130 廣瀬 慧和 1250 田中 智章 1330 若狭 侑香 1340 

銀 

賞 

山田 莉理 920 井上 瑛登 900 岩佐 菜央 1090 南田 和志 1220 藤本 沙希 1320 藤田 凌 1340 

辻本 愛葵 900 佐々木心優 820 保田谷 華 1050 森下あづみ 1200 松本 梨更 1300 廣田いち花 1330 

野上 和真 890 辻本 翼 810 田中 良茉 1040 井上 遥馬 1190 草野 咲果 1250 廣瀬 蒼和 1330 

中島 結人 860 辻 結斗 790 丹羽 梨唯 960 庄司 悠太 1150 辻本 結楓 1210 久手堅知佳 1330 

信原那由多 860 鳥崎 瑞希 780 櫻井花奈美 940 花木美央菜 1150 折笠 千慧 1200 井上 優衣 1320 

吉村 彰真 850 水野 嘉治 770 丸木かれん 920 藤川 翔子 1130 銭谷 優芽 1160 平井 海人 1320 

田嶋 二花 770 辻 琴羽 760 小田 望智 920 小谷 奏楽 1130 林 桜子 1150 宮脇 瑠菜 1320 

  岡本 悠 740 廣瀬 佑樹 910 上之原理月 1120 福島 愛夏 1150 中前 洋輔 1310 

  持川行史郎 730 小石 優菜 900 李 孝生 1110 石本 太陽 1150 中野 翠月 1280 

  安井 海至 730 市川 桜愛 900 平井 祐人 1060 山中 綾菜 1140 伊賀まりな 1270 

 ３６名 ４９名 ６６名 ６６名 ６８名 ６０名 

 

 

 



か
ら
の
招

待
選
手
５

名
が
参
加

し
紹
介
さ

れ
た
後
、
連

盟
よ
り
昨

年
の
「
そ
ろ

ば
ん
日
本

一
」
の
竹
澤

祥
加
選
手

(

千
葉
県)

に
読
上
暗

算
日
本
一

１０
回
達
成

の
偉
業
を

称
進
ん
だ
。

決
勝
で
は

土
屋
宏
明

選
手(

宮
城

県)

が
接
戦

を
制
し
１０

度
目
の
「
そ

ろ
ば
ん
日

本
一
」
の
栄

冠
を
手
に

し
た
。
土
屋

選
手
は
壇

上
で
何
と

も
言
え
な

い
達
成
感

に
包
ま
れ

て
い
る
と

笑
顔
で
感

想
を
述
べ

た
。
過
去
１５
回
の
出
場
で

１０
度
の
日
本
一
に
輝
い

た
中
で
誤
答
は
、
わ
ず
か

に
５
題
で
あ
る
と
い
う
驚

異
的
な
正
答
率
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
こ
の
日
一
番
の
ど

よ
め
き
が
会
場
内
に
起
こ

っ
た
。 

            

                

               

       

副
理
事
長 

澤
田 

悦
子 

 

令
和
元
年
度
本
部
役
員

改
選
に
あ
た
り
、
大
阪
府

支
部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

推
薦
を
い
た
だ
き
、
全
国

の
代
議
員
の
先
生
方
に
ご

支
援
を
賜
り
、
七
期
目
の

理
事
と
し
て
当
選
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

副
理
事
長
・
珠
算
教
育
研

究
所
所
長
と
い
う
大
変
名

誉
な
役
職
を
拝
命
し
、
責

任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

            

今
、
珠
算
界
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
見
つ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
子
供
た
ち

に
寄
り
添
い
、
主
体
性
を

大
切
に
し
た
指
導
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
全
国
で
保
護
者
と

子
供
た
ち
か
ら
「
そ
ろ
ば

ん
」
を
習
っ
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
も
ら
え
る
教
室

が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

更
に
取
る
こ
と
で
、
全
珠

連
が
“
ワ
ン
チ
ー
ム
”
と

な
れ
る
よ
う
何
事
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

今
後
と
も
温
か
く
見
守
り
、 

励
ま
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

 

  

も
、
そ
ろ
ば
ん
が
出
て

く
る
と
「
ま
ぁ
え
え
か
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。
と
り

わ
け
、
そ
ろ
ば
ん
シ
ー
ン

の
あ
る
時
代
劇
映
画
は
よ

く
記
憶
し
て
い
る
が
、
全

部
を
紹
介
で
き
な
い
の
で

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。 

そ
も
そ
も
、
武
士
が
主

役
の
多
い
時
代
劇
で
は
そ

ろ
ば
ん
シ
ー
ン
は
ほ
ん
の

一
瞬
で
あ
る
。
多
く
は
商

家
の
帳
場
に
出
て
く
る
程

度
と
い
え
る
。
戦
国
時
代

は
、
そ
ろ
ば
ん
が
で
き
る

武
将
が
大
勢
い
た
と
文
献

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
身

分
制
度
つ
ま
り
封
建
社
会

が
確
立
し
た
江
戸
時
代
に

な
る
と
侍
は
そ
ろ
ば
ん
を

蔑
ん
で
い
た
。
商
人
が
扱

う
そ
ろ
ば
ん
よ
り
武
士
た

る
者
は
剣
の
道
だ
と
い
う

矜
持
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
常
識

を
変
え
た
の
が
森
田
芳
光

監
督
の『
武
士
の
家
計
簿
』

（
２
０
１
０
年
）
で
あ
っ

た
。
加
賀
藩
御
算
用
者
の 

    

珠
算
学
習
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
そ
ろ
ば
ん
を
習

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
・
楽

し
か
っ
た
こ
と
・
こ
ど
も

た
ち
の
夢
な
ど
を
、
作
文

や
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。（
研
修
部
） 

★
テ

ー

マ 

『
そ
ろ
ば
ん
』 

＊
未
発
表
の
も
の
に
限
る 

★
応
募
作
品 

①
作
文
の
部 

(

四
百
字
詰
め
原
稿 

 

用
紙
３
枚
以
内
・
一 

人
一
編
） 

②
ポ
ス
タ
ー
の
部 

画
用
紙
（
絵
具
画
・ 

 

ク
レ
パ
ス
画
・
そ
の 

他 

規
定
は
あ
り
ま 

せ
ん
。一
人
一
作
品
） 

★
応
募
資
格 

全
珠
連
大
阪
府
支
部
会
員

教
場
の
生
徒
に
限
る
。 

★
入

賞 

入
賞
者
に
は
、
各
部
門
別

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

最

優

秀

賞 
 

一
名 

優

秀

賞 
 

若
干
名 

審
査
員
特
別
賞 

 

若
干
名 

佳

作 
 

若
干
名 

 

★
応
募
締
切 

令
和
２
年
10
月
30
日 

(

当
日
消
印
有
効) 

★
応
募
方
法 

必
ず
所
定
の
応
募
票
・
応

募
作
品
申
込
用
紙
に
、
丁

寧
に
記
入
し
、
作
品
に
応

募
票
を
添
え
、
会
員
教
場

取
り
ま
と
め
の
上
、
左
記

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

〒
５
５
２-

０
０
０
１ 

大
阪
市
港
区
波
除 

２‐

８‐

14 

(

公
社)

全
珠
連 

 

大
阪
府
支
部 

「
生
徒
作
品
係
」 

 

★
発

表 

研
修
部
で
厳
正
な
る
審

査
の
上
、
会
員
教
場
の
先

生
宛
へ
郵
送
を
も
っ
て
発

表
と
な
り
ま
す
。
入
選
作

品
の
一
部
は
『
全
珠
連
お

お
さ
か
』
に
掲
載
予
定
。

応
募
作
品
は
、
珠
算
Ｐ
Ｒ

活
動
に
一
部
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
著
作

権
は
、
全
珠
連
大
阪
府
支

部
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
ま
た
応
募
作
品
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和 3 年 3 月 21 日（日） 

 

第６４回全大阪学年別珠算競技大会 アンケート結果 
 

問１ コロナ禍の中で、いつもの会場での全大阪学年別珠算競技大会は開催できませんでしたが、 

今回、各教室にて記録会形式での第６４回全大阪学年別珠算競技大会を開催いたしました。 

満足いただけましたか？ 

 

問２ 賞品を豪華に、または入賞者を増やすために参加料を徴収することに賛成ですか？ 

 

問３ コロナ禍が続く場合、今後の競技大会への希望は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご感想 
 

 

＊塾での開催は、生徒にとって何か解放感があるように思われる。今後も会場が使用できない場合は、 

このような形式で開催していただきたく思います。 

＊コロナ禍の中、大会ができ、子どもたちは大変喜んでいる。 

＊競技で入賞することは、その子の一生の思い出となる。ぜひ入賞者数を増やして欲しい。 

＊教室での開催、大きな成果があると思います。 

＊教室での参加の為、人数が多くなったのは良かった。 

＊低学年の成績アップにつながる。 

＊子どもたちは、会場を希望するのと半数ずつ位でした。 

＊教室での通信制の大会は参加できますが、会場での参加は生徒の実力的には無理かもしれません。 

＊限られた予算の中で、例えば賞状だけにすれば、入賞者数を増やすことができるのでは？ 

＊工夫していただき、とても満足しています。 

＊初参加です。中止よりも工夫の上、このように開催していただけたことで、生徒の向上心は保たれ、 

 刺激されたように見受けられました。 

＊コロナ禍の中、このような形で開催していただけたことに感謝いたします。 

＊記録会ということで、気負いなく練習できました。結果より実力をためす良い機会。 

＊コロナ対策をきちんとすれば、会場でできるのでは？と思うようになりました。 

＊会場でできれば、会場で。生徒たちも会場が良いと言っている。 

＊賞品を豪華にとか、入賞者数を増やすのは、予算額を多くとったらできるのでは？ 

＊オンラインも考えては？ 

＊選手から参加料を徴収することで、支部から低予算で、現行の競技大会以外の新しい競技大会を開 

 催してみたいです。 

＊参加資格を細分化することで、すべての部門の選手が、来年も参加してみたいと思われる競技大会 

 を作ってみたい。 

＊前回のトロフィーが小さすぎて不評でした。もう少し立派なのがよろしいかと思います。 

 

満足

42%

ほぼ満足

37%

ふつう

21%

不満

0%

問１

満足 ほぼ満足 ふつう 不満
 

賛成

39%

どちらでも

44%

反対

17%

問２

賛成 どちらでも 反対
 

会場

43%

今回同様

43%

中止

9%

その他

5%

問３

会場 今回同様 中止 その他



                                   

    
【
作

文

の

部
】 

〈
最
優
秀
賞
〉 

早
田 
葵 

大
阪
市
立
林
寺
小
学
校
５
年 

 

〈
優

秀

賞
〉 

山
根 

あ
か
り 

門
真
市
立
第
三
中
学
校
２
年 

 

〈
審
査
員
賞
〉 

齊
藤 

愛
里 

大
阪
市
立
生
野
南
小
学
校
４
年 

竹
田 

ゆ
あ 

守
口
市
立
守
口
小
学
校
１
年 

  

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】 

〈
最
優
秀
賞
〉 

該
当
者
な
し 

 

〈
優
秀
賞
〉 

山
本 

夢
乃 

大
阪
市
立
桑
津
小
学
校
３
年 

 

〈
審
査
員
賞
〉 

新
井 

仁
菜 

門
真
市
立
第
三
中
学
校
２
年 

阪
東 

鈴
乃
助 

大
阪
市
立
巽
小
学
校
６
年 

 

                                  

                                  

                                  

   

今
年
度
の
「
作
文
」「
ポ

ス
タ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ
た

応
募
総
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で

学
校
の
夏
休
み
期
間
が
短

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に

比
べ
る
と
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
の
、
作
品

の
一
つ
ひ
と
つ
に
「
そ
ろ

ば
ん
」
に
対
す
る
強
い
思

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。 

大
変
な
状
況
の
中
で
、
応

募
さ
れ
た
生
徒
や
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者

の
皆
様
、
諸
先
生
方
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
３
月
か
ら
６
月
頃

は
感
染
予
防
対
策
と
し
て

多
く
の
教
室
で
授
業
日
数

を
少
な
く
す
る
等
の
対
応

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
心

苦
し
い
状
況
で
し
た
が
、

「
そ
ろ
ば
ん
に
触
れ
る
時

間
を
増
や
し
た
い
！
」「
も

っ
と
頑
張
っ
て
上
手
に
な

っ
て
い
き
た
い
！
」
と
い

っ
た
内
容
が
多
数
含
ま
れ

て
お
り
、
応
募
作
品
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
は
、
新
型
コ
ロ 

ナ
が
早
く
終
息
に
向
か
い
、

今
年
度
を
大
き
く
上
回
る

子
ど
も
た
ち
の
素
敵
な
作

品
に
出
会
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
研
修
部
長 

新
名
哲
也
） 

                          

 

令和 3 年 3 月 21 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （４） 

令
和
２
年
度 

生
徒
作
品
入
賞
者 

作
文
の
部 

最
優
秀
作
品 

『
そ
ろ
ば
ん
は
生
活
に
必
要
な
も
の
』 

 
 

大
阪
市
立
林
寺
小
学
校
５
年 

早
田 

葵 

  

わ
た
し
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
わ
た
し
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

使
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
合
計
を
求
め
る

と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
や
家
お
手
伝
い

な
ど
、
そ
ろ
ば
ん
で
習
っ
た
こ
と
は
、
日

常
生
活
で
必
要
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る

ん
だ
な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
そ

ろ
ば
ん
で
す
が
、
私
が
そ
ろ
ば
ん
に
出
会

っ
て
か
ら
の
お
話
を
今
か
ら
し
ま
す
。 

 

そ
れ
は
小
学
１
年
生
の
こ
ろ
、
よ
う
ち

え
ん
の
時
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
男
の
子
と

習
い
始
め
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
は
十
級
、

暗
算
は
九
級
か
ら
始
め
ま
し
た
。
体
験
で

初
め
て
そ
ろ
ば
ん
を
し
た
時
は
一
ケ
タ

の
計
算
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
と
き

「
へ
ー
、
そ
ろ
ば
ん
っ
て
こ
ん
な
の
な
ん

だ
」
「
楽
し
い
な
ー
」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
体
験
し
た
日
が
す
ぎ
、
い
よ
い

よ
初
の
そ
ろ
ば
ん
の
日
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
知
ら
な
い
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
が
い
て
、
少
し
緊
張
し
ま
し

た
。
で
も
そ
の
中
に
は
年
長
さ
ん
も
い
た

の
で
、
「
え
っ
！
わ
た
し
よ
り
小
さ
い
年

長
さ
ん
も
そ
ろ
ば
ん
を
し
て
い
る
ん

だ
！
わ
た
し
も
が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ
」

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
わ
た
し
は

男
の
子
と
い
っ
し
ょ
に
席
に
す
わ
り
『
ち

び
っ
こ
①
』
と
い
う
本
を
わ
た
さ
れ
ま
し 

た
。
そ
し
て
、
そ
の
本
を
や
っ
て
い
る
時 

に
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、

先
生
が
「
こ
こ
は
ね
」
と
、
優
し
く
教
え 

て
下
さ
っ
て
く
れ
る
の
で
わ
た
し
は
安 

生
徒
作
品 

総
評 

心
し
て
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
日
々
が
た
っ
て
い
く
中
、
わ
た

し
の
手
が
止
ま
っ
て
る
と
き
に
注
意
を

し
て
く
れ
た
り
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
は

助
け
て
く
れ
た
り
し
た
先
生
が
、
赤
ち
ゃ

ん
が
お
な
か
の
中
に
で
き
た
の
で
す
。
お

腹
が
大
き
く
な
っ
て
出
産
す
る
日
が
近

づ
い
た
ら
先
生
は
や
め
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
時
は
、
あ
ん
な

に
わ
た
し
が
手
が
止
ま
っ
て
い
た
ら
注

意
を
し
て
く
れ
た
り
、
や
さ
し
く
教
え
て

く
れ
た
先
生
が
や
め
る
と
考
え
る
だ
け

で
、
な
み
だ
が
あ
ふ
れ
出
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
も
う
最
後
の
日
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
わ
た
し
が
落
ち
こ
ん

で
る
と
き
、
先
生
が
、
「
葵
ち
ゃ
ん
、
ど

う
し
た
の
？
も
し
か
し
て
わ
た
し
が
い

な
く
な
る
の
が
さ
み
し
い
の
？
で
も
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
よ
、
き
っ
と
ま
た
会
え
る
か

ら
、
そ
れ
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
ね
。
葵
ち

ゃ
ん
な
ら
で
き
る
。
目
標
を
目
指
し
て

ね
。
応
援
し
て
い
る
よ
。
」
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
、
少
し
勇
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。 

 
そ
し
て
、
５
年
生
に
な
り
、
一
級
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
前
に
は
そ
ろ
ば
ん
と
暗

算
も
一
級
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
と
て
も
く
や
し
く
て
、
が
ん
ば
り
今
、

そ
ろ
ば
ん
一
級
が
通
り
ま
し
た
。
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
次
は
、
暗
算
の
一

級
で
す
。
一
級
の
か
べ
は
高
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
う
す
ぐ
試
験
な
の
で
全
力
を
つ

く
し
て
、
練
習
に
は
げ
み
ま
す
。
わ
た
し

は
そ
ろ
ば
ん
と
出
会
え
て
、
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。 

  

阪東 鈴乃助 

審
査
員
賞 

新井 仁菜 

審
査
員
賞 



                                  

 

                       

令
和
２
年
12
月
12
日

公
益
財
団
法
人
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
教
育
財
団
主
催
『
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ク
ー
ル2
02
0

』
に
お
い
て
、

中
谷
謙
士
朗
く
ん
が
、
小

学
校
の
部
に
お
い
て
、
最

終
選
考
５
名
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

                      

タ
イ
ト
ル
は
『
そ
ろ
ば
ん

と
の
出
会
い
～
新
名
哲
也

先
生
と
の
関
係
で
僕
が
変

わ
れ
た
こ
と
～
』
教
師
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

生
徒
が
信 

 
 

頼
し
合
え 

 
 

る
関
係
を 

 
 

築
き
、
二 

 
 

人
三
脚
の 

 
 

よ
う
に
、 

 
 

高
い
目
標 

 
 

に
向
か
っ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
。

そ
ろ
ば
ん
を
通
し
て
、
自

分
が
大
き
く
成
長
で
き
た

喜
び
。
生
徒
か
ら
指
導
者

へ
の
感
謝
に
溢
れ
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。 

 『
陸
上
と
勉
強
と
そ
ろ
ば
ん
』 

 

脇
坂 

耕
平 

 

僕
は
中
学
で
陸
上
部
に

入
部
し
、
中
・
長
距
離
パ

ー
ト
を
選
び
ま
し
た
。 

 

注
目
さ
れ
る
部
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
し
ず
つ
長
く
速
く
走
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
楽
し
く
て
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
部
活
に
週

３
回
の
塾
。
空
い
て
い
る

短
い
時
間
に
、
そ
ろ
ば
ん

を
練
習
す
る
日
々
。 

 

そ
ん
な
状
況
に
イ
ラ
イ

ラ
し
、
母
と
は
何
度
も
ぶ

つ
か
っ
て
、
大
喧
嘩
を
し

ま
し
た
。「
や
め
た
ら
好
き

な
こ
と
が
出
来
る
な
ん
て

な
い
。
大
好
き
な
こ
と
を

す
る
た
め
に
、
工
夫
と
努

力
し
て
み
た
ら…

。」そ
う

し
て
毎
回
、「
や
め
る
の
は

簡
単
だ
か
ら
、
欲
張
っ
て

ご
ら
ん
よ
！
」
反
論
で
き

ず
、
状
況
は
変
わ
ら
ず
。 

し
か
し
気
持
ち
を
切
り

替
え
て
慣
れ
て
い
く
と
、

中
１
の
冬
頃
に
は
、
陸
上

の
タ
イ
ム
も
毎
回
更
新
す

る
よ
う
に
な
り
、
塾
で
も

ト
ッ
プ
の
ク
ラ
ス
を
維
持
。 

超
久
々
の
そ
ろ
ば
ん
昇
段
。 

12
時
ま
で
に
就
寝
し
、
家

で
は
宿
題
以
外
の
勉
強
は

ほ
ぼ
し
な
い
。
授
業
に
集

中
で
き
る
環
境
を
整
え
、

短
時
間
に
集
中
す
る
学
習

を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
た
。 

       

こ
れ
が
正
し
い
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
陸
上
の

為
の
、
僕
の
努
力
と
工
夫

で
す
。 

 

２
年
生
に
な
り
、
駅
伝

で
全
国
大
会
に
行
け
る
か

も…

と
い
う
状
況
に
な
り
、

顧
問
の
先
生
も
チ
ー
ム
の

み
ん
な
も
気
合
の
入
っ
た

練
習
が
続
き
ま
し
た
。
さ

す
が
に
、
こ
の
頃
は
塾
の

成
績
も
下
降
気
味
。
し
ょ

う
が
な
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
悔
し
い
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
部
活
と
両
立

し
た
い
！
僕
は
い
つ
の
間

に
か
母
と
同
じ
思
い
に
。 

 

そ
の
年
の
大
阪
府
中
学

校
駅
伝
大
会
で
は
初
優
勝
。 

全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま

し
た
。 

 

塾
を
休
む
こ
と
も
あ
っ

た
け
れ
ど
、
頑
張
っ
て
い

る
か
ら
と
沢
山
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
年

生
は
コ
ロ
ナ
で
、
練
習
も

多
く
の
記
録
会
も
中
止
。 

そ
ん
な
と
き
、
悔
し
い

思
い
を
し
て
い
る
生
徒
に

活
躍
の
場
を
と
「
炎
の
体

育
会
Ｔ
Ｖ
」
出
演
の
話
が

あ
り
、神
奈
川
ま
で
行
き
、

全
国
放
送
に
出
演
し
ま
し

た
。
緊
張
も
興
奮
も
し
ま

し
た
が
、
僕
た
ち
の
頑
張

り
を
評
価
し
、
こ
ん
な
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
が
再
び
拡
大
し

て
い
ま
し
た
が
、
府
駅
伝

大
会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

目
標
の
２
連
覇
達
成
！ 

      

 

し
か
し
、
す
で
に
全
国

大
会
は
中
止
が
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
走

り
た
い
。
陸
上
も
勉
強
も

高
い
レ
ベ
ル
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。
暗
算
も
昇
段

し
た
い
。
両
親
は
夏
ま
で

予
定
し
て
い
た
進
路
を
変

更
し
、
僕
の
希
望
を
叶
え

ら
れ
る
高
校
へ
の
進
学
を

認
め
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

僕
は
こ
れ
か
ら
も
、
素

直
と
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、

欲
張
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
感 

想
】 

 

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

会
員
の
皆
さ
ま
の
心
を
癒

し
、
明
る
い
希
望
が
持
て

る
よ
う
に
、
こ
ど
も
た
ち

の
活
躍
を
お
届
け
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。 

中
谷
謙
士
朗
く
ん
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、

脇
坂
耕
平
く
ん
の
第
71

回
大
阪
中
学
校
駅
伝
大
会

の
開
始
式
で
の
宣
誓
な
ど
、

２
人
の
堂
々
と
し
た
姿
や

言
葉
か
ら
、
そ
ろ
ば
ん
教

育
が
、
こ
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
「
人
間
形
成
」
を
培

っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

（
広
報
部
） 

 

 

ポ
ス
タ
ー
の
部 

優
秀
賞 

 

山本 夢乃 

 

 

（５）           全 珠 連 お お さ か   令和 3 年 3 月 21 日（日） 

珠
の
こ
ど
も
た
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〈
現
新
常
任
委
員
・
地
区
長
合
同
会
議

〉 
日
程 

 

令
和
３
年
１
月
10
日 

場
所 

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
３
階 

出
席
者
数 
26
名 

１
．
新
支
部
長
選
出
の
件 

２
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 

ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
連

合
会
・
近
畿
連
合
会

状
況
報
告 

３
．
令
和
３
年
度
・
４
年

度
地
区
長
・
常
任
委

員
の
紹
介 

４
．
お
年
玉
年
賀
は
が
き

抽
選
会 

５
．
第
64
回
全
大
阪
学
年

別
珠
算
競
技
大
会

（
通
信
）
の
件 

６
．
第
66
回
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
式
典
の

件 

７
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

検
定
試
験
に
つ
い
て 

８
．
各
執
行
部
報
告 

９
．
そ
の
他 

 

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
３
年
２
月
21
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

17
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 

ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
連

合
会
・
近
畿
連
合
会

状
況
報
告 

２
．
令
和
３
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
審
議

に
つ
い
て 

３
．
各
執
行
部
報
告 

４
．
そ
の
他 

    

４
月
４
日 

 
 

全
日
本
選
考
会
・
新 

 
 

常
任
委
員
会 

４
月
18
日 

 
 

臨
時
総
会
・
支
部
講
習
会 

４
月
25
日 

 
 

偶
数
月
検
定 

５
月
５
日 

 
 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会 

５
月
16
日 

 
 

現
新
常
任
委
員
・
地 

 

区
長
合
同
会
議 

 
 

近
畿
連
合
総
会 

５
月
30
日 

 
 

第
403
回
検
定
試
験 

６
月
13
日 

 
 

検
定
試
験
委
員
委
嘱 

 

講
習
会
・
検
定
班
長
会 

＊
赤
字
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ 

 

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
中
止
で
す
。 

                                  

                                  

                   
 

               

      

４月検定試験のお知らせ 
 

○珠算４級～15級 

○暗算１級～10級 

 

★申込期日締切日 

４月 07日(水) 午前 10時 

★検定結果報告締切日 

４月 26日(月) 午前 10時 

 

★申込期日・検定結果報告 

は支部への提出日です。 

期日は厳守して下さい。 

★受験者数増加をおねがい

します。 

諸
会
議
行
事
報
告 

 
 

編
集
後
記 

 

「
お
お
さ
か
」
３
４
６
号
の
発

行
に
あ
た
り
、
ご
協
力
・
ご
助
言

を
下
さ
っ
た
諸
先
輩
先
生
方
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
４
月
７
日
に
、
大
阪
府

を
含
む
、
７
都
道
府
県
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
解
除
・
再

度
発
令
・
時
短
営
業
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。 

 

春
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
毎
年
、

数
名
の
卒
業
生
徒
た
ち
が
、
社
会

人
・
大
学
・
高
校
な
ど
自
ら
の
進

路
や
近
況
を
伝
え
に
、
教
室
を
訪

ね
に
来
て
く
れ
ま
す
。
こ
ど
も
た

ち
の
成
長
が
感
じ
取
ら
れ
た
時
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
と
年
齢

を
重
ね
て
い
き
、
指
導
者
と
生
徒

と
は
、
ま
た
違
っ
た
人
間
関
係
を

築
き
上
げ
ら
れ
、
お
互
い
に
刺
激

を
与
え
る
関
係
性
に
変
化
し
て
い

く
時
は
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。 

そ
ろ
ば
ん
を
指
導
し
、
こ
ど
も

た
ち
の
為
に
役
立
ち
、
そ
れ
が
時

を
経
て
、
自
分
の
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
の
刺
激
に
役
立
つ
こ
と

は
、
言
葉
で
は
言
い
表
わ
せ
な
い

ほ
ど
の
、
大
き
な
喜
び
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
。 

（
広
報
部
一
同
） 

  

令和３年そろばん年賀はがき当選番号 

 

特賞 高級ツゲ玉ワンタッチそろばん 

2453 

１等 アイスクリームメーカー 

0728・1072・1741・2287・2310 

２等 温泉たまご器 （下３桁） 

097・134・211・373・472 

512・653・752・837・992 

３等 カプセルステーショナリー文具（下２桁） 

01・15・20・30・44 

52・63・74・87・91 

★支部交換期間 

令和３年４月３０日（金）まで 

主催 公益社団法人全国珠算教育連盟 大阪府支部 

 

第
399
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
２
年
９
月
27
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

片
田

か

た

だ 
陽
太

ひ

な

た 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堺
市
立
大
泉
中
学
校
２
年 

行
事
予
定 

代議員及び支部監査の公示内容 

代議員及び支部監査  ・・・ 定数 ２名     任期 ２年（令和３年７月～令和５年６月） 

立 候 補 資 格  ・・・ 代議員は会員歴５年以上・支部監査は会員であること 

立 候 補 受 付 期 間  ・・・ 令和３年３月１５日 ～ 令和３年３月３１日 

投 票 日  ・・・ 令和３年４月１８日 （大阪府支部 臨時総会時） 
＊立候補希望者は、支部へ届出書を請求してください。定数を超えての立候補がある場合は臨時総会時に選挙を行います。 

 

 

 

令和 3 年 3 月 21 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （６） 

 


